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平
成
昭
年
第
2
固
定
例
会
が
、

6
月
8
日
か
ら

6
月
幻
自
ま

一

一
一
ぬ
U

L

で
の
向
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
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こ
の
定
例
会
で
は
、
議
長

・
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員

一

F

昨
暁
W
ル
こ

な
ど
が
選
ば
れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
か
決
ま
り
ま
し
た
。

一

~

一
一
裁
母
一

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
刊
件
の
市
長
提
出
議
案
を
審

…

~

一
岡

山

岳

一
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
ゑ
認

・
可
決
・
同
意
・
支
障
な
し

内

品

一
一
回
司
剣

一

二

組

窃

一
と
し
ま
し
た
。

山

一
和

証

-

そ
の
ほ
か
、
意
見
書
3
件
、
請
願
7
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

一

二
m
mw

}

さ
ら
に
、
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
柁
名
の
議
員
に
よ
り

…

…

/
』

t
f
k

行
わ
れ
ま
し
た
。
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動物公園(若葉区)

毅

こ
の
た
び
、
千
葉
市
議
会
の
議
長
な
ら
び
に

副
議
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

本
市
は
、
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
ま
た
首

都
機
能
の
一

演
を
担
う
業
務
核
都
市
と
し
て
、

さ
ら
に
は
世
界
に
開
か
れ
た
国
際
情
報
部
市
と

し
て
、
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
去
す
。

一
方
、
地
方
分
権
や
少
子

・
一
高
齢
化
、
さ
ら
に

は
環
演
と
の
共
生
な
ど
、
社
会
経
済
情
努
全
般

に
わ
た
っ
て
大
き
な
変
化
と
改
革
の
時
代
を
迎

え
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
時
代
の
要
請
に
的
確
に

対
応
し
、
来
る
べ
き
引
世
紀
に
向
け
て
、
棄
の

大
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
魅
力
と
風
俗
」
の
あ

る
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
本
市
の
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
私
ど
も
は
、
職
責
の
重
さ

と
使
命
を
十
分
認
識
し
、
市
民
の
皆
僚
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
よ
り
効
率
的
な
市
政
運
営
と

市
民
福
枇
の
向
上
の
た
め
に
、
全
力
を
傾
注
し

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

石橋議長昆伊藤副議長
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《
各
市

千
葉
市
市
税
条
例
の

一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、
個
人

市
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
引
き
上

げ
や
都
市
計
酒
税
の
減
額
鎗
鐙
な
ど
を
内

容
と
す
る
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決

処
分
を
添
認
し
ま
し
た
。

《
町
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
》

千
葉
東
南
部
土
地
区
画
笠
理
事
業
区
域

に
つ
い
て
、
町
の
区
成
お
よ
び
名
称
を
変

更
し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

ちぱ市議会だより

新
港
新
清
掃
工
場

(仮
称
)
遅
築
工
事

を
七
十
四
億
三
百
五
十
万
円
で
、
同
工
協

の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
工
事
を
十
八

億
六
千
九
百
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

意

見

千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
軌
道
工
事

(中

央
区
長
洲
1
丁
目
1
中
央
区
湾
系
町
悶
)

の
胞
行
に
つ
い
て
、
千
葉
県
知
事
へ
の
道

路
管
理
上
の
意
完
と
し
て
、
支
障
な
し
と

し
ま
す
。

平成12年(2000年)8同

「

常
任
委
員
会

6
同
情
自
に
聞
か
れ
、
認
案
9
件
、
諮

問刷
7
件
、
陳
情
1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
金
一
一
議
案
を
可
決
し
、
請

願
・
陳
情
は
、
採
択
送
付
1
件
、
不
採
択

3
件
、
継
続
審
査
4
併
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

千
葉
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決

処
分
な
ど
議
案
3
件
を
苔
査
し
、
町
の
区

協
お
よ
び
名
将
の
変
更
に
関
し
、
東
南
郡

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
換
地
処
分

の
時
間
間
や
中
央
区
と
緑
区
と
の
区
岡
崎
変
更

箇
所
に
お
け
る
居
住
者
の
有
類
、
有
吉
田
と

い
う
旧
町
名
が
残
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
下
水
蚤
員
会

乳
幼
児
医
療
貨
の
充
実
を
求
め
る
請
願

な
ど
一日一揖
協

3
件
を
審
査
し
、
隠
密
蓄
が
安

心
し
て
く
ら
せ
る
た
め
の
介
護
や
医
源
・

福
松
の
充
実
を
求
め
る
詰
頗
に
関
し
・
介

議
保
険
制
度
に
h

白
け
る
低
所
得
者
へ
の
負

但
軽
減
策
の
周
知
方
法
や
社
会
福
従
事
業

法
の
改
正
に
よ
リ
導
入
さ
れ
る
利
用
者
泣

択
制
度
に
お
け
る
痴
呆
性
高
齢
者
な
ど
へ

の
対
応
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

V
障
害
者
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
た
め
の

介
護
や
医
療
・
福
祉
の
充
実
を
求
め
る

認

照

不

採

択

V
乳
幼
児
医
療
資
源
料
化
の
年
齢
の
狐
充

に

関

す

る

務

照

不

採

択

環
既
刊
陪
設
一安
員
会

時
制
港
新
清
田
岡
工
協
(
仮
称
)
建
築
工
事

請
負
契
約
な
と
議
案
4
件
、
請
願
1
件
を

審
査
し
、
新
港
新
清
婦
工
湯
に
関
し
、
一

日
当
た
り
の
ゴ
ミ
の
予
定
焼
却
室
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
常
設
備
の
予
定
価
俗
の
積
算

恨
惚
や
ス
ー
パ
ー
ご
み
発
電
の
実
情
叫
に
伴

う
ご
み
滅
鐙
施
策
へ
の
臨
時
塑
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
組
問
大
宝
化
研
工
業
産
業
廃
棄
物
儀
袋
処

分
同
期
の
設
置
反
対
事
項
に
関
す
る
一請
願

開
閉
択
送
付

相
経
痛
教
育
委
員
会

際
審
者
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
た
め
の

教
否
の
充
実
を
求
め
る
詩
願
な
と
諒
照
2

件
、
陳
情
1
件
を
苔
蓋
し
、
隠
{内曲
者
.か
安

心
し
て
く
ら
せ
る
た
め
の
教
育
の
充
実
を

求
め
る
請
願
に
関
し
、
市
立
蓑
護
学
校
の

校
舎
の
偽
造
と
教
室
の
換
気
状
況
に
対
す

る
見
解
や
大
燥
機
改
修
に
際
し
、
現
岡
崎
の

教
聡
白
の
意
見

・
要
望
な
ど
を
反
映
す
る

考
え
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
障
害
者
.
か
安
心
し
て
く
ら
せ
る
た
め
の

教
育
の
充
実
を
求
め
る
請
願

不
採
択

)
抑
制
市
消
防
蚤
員
会

開
千
葉
市
消
防
団
員
等
公
務
災
震
補
償
条

川
一
例
の
一
部
改
正
な
と
議
案

2
件
、
請
願
1

崎
件
を
沓
澄
し
、
千
葉
市
消
防
図
由
民
に
係
る

町
退
聡
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
-

判
部
改
正
に
関
し
、
退
職
報
償
金
支
給
額
表

お
の
勤
務
時
間
と
支
給
額
と
の
関
係
に
つ
い

て、

質
疑
が
あ
リ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

6
用
問
日
に
関
か
れ
、
諮
問
塙
に
回
線

『日
の
丸
」
を
潟
揚
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
1
件
を
審
査
し
ま
し
た
.

V
銭
湯
に
図
版

「日
の
丸
』
を
伯
問
拐
す
る

こ
と

を

求

め

る

陳

情

不

採

択

特
別
委
員
会

大
都
市
税
財
政
制
度
・
地
方
分
縫
調
窓
将

別
委
員
会

5
月
幻
自
に
聞
か
れ
、
平
成
吃
年
度
国

家
予
算
に
関
す
る
要
望
の
経
過
報
告
な
ど

に
つ
い
て
調
室
し
ま
し
た
。

ま
た
、

7
同
門

5
日
に
も
閃
か
れ
、
平
成

問
年
度
国
家
予
算
に
関
し
て
、
政
令
指
定

都
市
川
正
の
が
共
同
し
て
行
う
要
望
に
つ
い

て
の
協
議
お
よ
び
本
市
が
独
自
に
行
う
重

点
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た。園

主

な

質

問
項
目

-M制5か
年
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

.
介
護
保
険
に
つ
い
て

-
保
健
編
祉
行
政
に
つ
い
て

-
音
楽
療
滋
の
維
遂
に
つ
い
て

.
子
と
も
の
権
利
に
つ
い
て

-
隠
密
(
児
)
者
福
祉
の
施
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

-
照
焼
問
題
に
つ
い
て

-
市
世
間
水
道
事
業
に
つ
い
て

-
割
引
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て

-
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
と
の

対
策
に
つ
い
て

磁力らでコーナー
傍
聴
の
ご
案
内

平
成
ぼ
年
第
3
固
定
例
会

は
9
月
7
日
(木
)
に
閉
会
す

る
予
定
で
す
。

本
会
議
は
、
原
則
と
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

傍
聴
は
、
本
会
誌
の
当
包、

議
会
練
1
踏
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

会
議
臼
程
は

9
月

4
g

(月
)
に
決
ま
る
予
定
で
す
。

点
字
版
と
録
音
版
〈
テ
ー
プ
)

の
市
議
会
だ
よ
り

自
の
不
自
由
な
方
に、

市
議
会
の
活

動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
「
ち
ぱ
市
山沼

会
だ
よ
り
」
の
点
字
版
と
録
音
版

(テ

ー
プ
)
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
議
録
の
閲
覧

本
会
議
の
窟
閣
議
状
況
な
と
を
記
録
し

た
会
議
録
は
、
市
議
会
図
雲
室
、
市
政

情
報
室
、
市
図
書
館
(
み
や
こ
・
花
見

川
・
稲
毛
・
若
葉

・
緑

・
美
浜
て

県
立

中
央
図
白
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
第
2
固
定
例
会
の
会
議
録
は
、

次
回
の
定
例
会
ま
で
に
作
成
す
る
予
定

で
す
。

中
山

善
郎
議
員
逝
去

中
山
義
郎
諸
国
民
(
臼
歳
、
千
葉
市
総

会
公
明
党
、
稲
毛
区
選
出
}
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
成
刊
は
年
6
月
ロ
自
に
ご

逝
去
さ
れ
品志
し
た
。

同
銀
員
は
、
昭
和
白
年
に
初
当
選
以

来
、
迩
続
6
叩
棚
引
年
に
わ
た
り
ご
活
隠

さ
れ
ま
し
た
。

在
聡
中
は
、
副
議
長
、
保
健
下
水
常

任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
市
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
表
悼
の
患
を
表
し
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
じ
上
げ
ま
す
。

「ーー

表
紙
に
抽
出
越
し
ま

し
た
写
真
は
、
着
実

区
源
町
の
動
物
公
園

の
僚
子
で
す
。

動
物
公
園
は
、
従

来
の
出
単
な
る
展
示
の

湯
と
し
て
の
動
物
園
だ
け
で
な
く
、
自
然

的
地
形
を
十
分
い
庁
し
た
公
図
的
色
彩
の

濃
い
総
設
と
し
て
、
昭
和
印
年
4
月
に
閲

匿
し
ま
し
た
。

総
函
織
犯

・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
、

約
1
4
1
種

6
0
0点
(
平
成
ロ
年
4
月

末
現
在
}
の
勤
物
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

年
間
約
花
万
人
(
平
成
日
年
度
)
の
方
々

が
来
因
さ
れ
て
い
ま
す
ロ

平
成
山
年

3
月
に
は
、
随
肉
の
滋
困
地

「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
」
に
、
「
コ
|
ゴ
|

コ
ー
ス
タ
ー
」
が
新
設
さ
れ
、
人
気
を
得

て
い
ま
す
。

『
ち
ぱ
市
絡
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

委

員

長

萩

田

翠

副
委
員
長
布
飽
食
良

委

員

高

野

原

美

木

田

文

代

湾
綴
撞
稲
垣
自
国
彦

際
井
武
徳

問
い
合
せ
先
議
会
事
務
局
調
査
認

会

0
4
3
(2
4
5
)
5
4
7
2
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